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序

飯山市は長野県の北部 に位置 し、多雪地帯ではありますが、古 くか らの遺跡が多 く遺 されています。

この度、県営ふ るさと農場緊急整備事業に伴い須多ケ峯遺跡の発掘調査を実施いた しました。

須多ケ峯遺跡は昭和40年 に県下で初めての方形周溝墓が発見されたことで著名であり、 また発見 された

遺構が多 くの関係者の努力によって保存 されたことも、当時では遺跡保存の先駆的な試みとして知 られて

います。現在 は市の史跡 として_.___.帯を盛土 し、公園として保護 してお ります。

今回の調査地区 は、方形周溝墓が発見 された場所 よりもはるかに高位の西側に広がる畑地一帯 でありま

した。調査 によって縄文時代中期及び古墳時代前期の住居跡や土器 などが発見され、当地方 の原始 ・古代

史解明にとって欠かせない貴重な成果を挙げることができました。とくに、古墳時代前期の集落吐か ら発

見された土器は、北陸や東海地方 との関連を有 してお り、北信濃地方の政治 ・文化の動 向を探 る上で極 め

て重要な意義を持つ ものであるとされています。

ここにその成果をまとめた報告書を刊行す るにあたり、高橋桂調査団長 ・小林新治調査主任 ・桃井伊都

子調査員をは じめとして、作業参加者や多 くの関係諸氏 ・機関のご尽力に対 して深甚なる感謝を申 し上 げ

ます。

最後 となりま したが、本書が考古学研究の発展 と埋蔵文化財保護の理解に寄与することを祈念 して序 と

いた します。

平成7年3月 飯山市教育委員会

教育長 岩 崎 彌
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1本 書 は、長野県飯山市大字旭須田ケ峯31-1番 地および大字飯山字大澤7563番 地 ほかに所在す る須多

ケ峯遺跡の発掘調査報告書である。

2発 掘調査 は、県営ふ るさと緊急整備事業にともない長野県北信地方事務所よ り依頼を受 けた飯山市教

育委員会が、平成6年8月1日 よ り同年10月30日 まで発掘調査を行 った。

3須 多 ケ峯遺跡は、昭和40年7月(第1次 調査)と12月(第2次 調査)に それぞれ発掘調査がなされて

いる。また、昭和45年 には工事 と併行 して遺物採集調査が行われてお り、 これを第3次 調査 とす る・ し

たがって、須多ケ峯遺跡の調査は今回の調査が第4次 調査 となる。各調査の概要は以下のとお りである・

第1次 調査 弥生時代後期 方形周溝墓2基 勾玉 ・鉄釧

古墳時代前期 竪穴住居趾1基(1号 住居趾)

第2次 調査 古墳時代前期 竪穴住居趾3基(2～4号 住居趾)

第3次 調査 縄文時代中期 初頭～前葉土器

今回の調査では、古墳時代前期竪穴住居趾4軒 ・掘立柱建物趾1棟 をはじめ縄文時代中期住居趾 ・土

坑等が発見された。

4発 掘調査 は以下 に掲 げる組織で実施 した。

飯山市遺跡調査会(平 成6年 度)

顧 問 小山 邦武 市 長

長

長会

会

副

滝沢藤三郎 教育委員会委員長

水野 光男 社会教育委員会長

委 員 高橋 桂

田中 広司

藤巻 泰雄

中村 敏

小川 幹夫

岩崎 彌

文化財保護審議会長 ・日本考古学協会会員

議会総務文教委員長(平 成6年12月11日 退任)

議会総務文教委員長(平 成6年12月12日 就任)

公民館長

教育委員会委員長職務代理

教育委員会教育長

事 務 局 長

事務局次長

事 務 局 員

月岡 保男

町井 和夫

川口 学実

教育委員会教育次長

教育委員会社会教育係長



調 査 団

団 長

総 括 担 当

調 査 員

高橋 桂

望月 静雄

小林 新治

桃井伊都子

田村 視城

常盤井智行

飯山北高等学校教諭

教育委員会事務局職員

作業参加者(順 不同)

上野正一 ・岸 田志づ子 ・岸田 昇 ・丸山十四 ・宮本鈴子 ・町井 まっ ・山崎けさお ・上野貴美子 ・中島よ

っえ ・高原弘一 ・高橋幸枝 ・高橋喜久治 ・小坂一葉 ・万場義秋 ・小出まさ子 ・清水隼人 ・石沢悦次 ・竹内

大五郎 ・北条辰男 ・小林経雄 ・樋山 巌 ・山崎満枝 ・田中朝治 ・月岡恵美 ・風巻泰助 ・高橋一二 ・渡辺金

治 ・植中高見 ・市村 ますみ ・土屋久栄 ・竹井正光

奥山夕平 ・藤沢三也 ・阿部真也 ・八重田和志 ・清水敦哉(以 上高校生)

整理作業参加者(順 不同)

小林みさを ・小川ちか子 ・藤沢和枝 ・川 口学実

5本 書 は、高橋桂調査団長の指導のもと調査員小林新治が主体 となって行 い、調査員全員が分担 して作

成 した。遺構図版作成 は主に小林、小川ちか子が、遺物図版作成 は主 に桃井伊都子 ・藤沢和枝が担当し、

常盤井が補佐 した。写 真については、現場写真を小林新治が、遺物写真については田村視城が撮影 した。

なお、原稿執筆にあだっては分担 し、目次に明記 したが、編集責任 は望月にある。

6発 掘調査から報告書作成にあたっては、次の方よりご指導をいただいた記 して御礼申し上 げる。また、

黒岩隆氏には縄文土器について教示をいただいたあわせて御礼申 し上 げる。(順 不同 ・敬称略)

桐原 健 ・赤塩 仁 ・黒岩 隆 ・福沢正美 ・米持元志 ・手塚三良 ・阿部 毅

飯山市公民館 ・飯山市柳原公民館 ・飯山市飯山公民館 ・藤ノ木区 ・市ノロ区 ・㈲大島重機 ・市農林課 ・

働飯山市 シルバー人材派遣セ ンター

7発 掘調査に伴 う図面 ・出土遺物等はすべて飯山市埋蔵文化財セ ンターに保管 している。

8竪 穴住居趾については、第1・2次 調査において1～4号 住居趾が発見されている。そのため今回の

調査時において付番 した1～6号 住居趾 は、本報告書では以下のように改め以降正式名称 とする。

第1・2次 調査1～4号 竪穴住居趾(変 更なし)

4次 調査(今 回)1号 竪穴住居趾→5号 竪穴住居趾2号 竪穴住居趾→6号 竪穴住居:吐

3号 竪穴住居趾→7号 竪穴住居趾4号 竪穴住居趾→8号 竪穴住居趾

5号 竪穴住居趾→9号 竪穴住居趾:6号 竪穴住居趾→10号 竪穴住居趾



第1章 経 過

1調 査に至 る経緯

平成5年5月 、長野県北信地方事務所が計画 した県営ふるさと農道緊急整備事業の実施 にあたり、飯山

市役所担当課である農林課より須多 ケ峯遺跡保護 についての保護協議があった。市教育委員会 では、当地

方の重要遺跡である当該遺跡内への通過については極力避 けるよう協力を依頼 した。これを受 けて、農林

課で も遺跡地を通 らないとの基本姿勢で、地元 との協議の中でもい くっかのルー トを設定 して示 した。 し

か しなが ら、同年8月 頃までにルー トの前後関係等で遺跡地内を通過せざるを得ない状況 となった。

市教育委員会では、 こうした状況を受けて遺跡地内への通過はやむを得ないものと判断 し、同年9月16

日、県文化課 ・北信地方事務所 ・市農林課および市教委で現地協議を実施 した。

須多ケ峯遺跡 は、昭和41年 県営住宅団地造成中に弥生時代後期の方形周溝墓が発掘 され、県下最初の方

形周溝墓 として注目を集めた遺跡である。今回の対象地 は、その地点 よりかなり高位で、現地での踏査で

は遺物はほとんど採集することはできなかった。 しかし、かつて第3次 調査で縄文中期土器 を検 出 した地

点に近 く、加えて西側のグラウンド崖面において昭和46年 頃には竪穴住居趾の炉を確認 していた。したがっ

て、むしろ縄文時代の遺構があるのではないかと推測 される場所であった。

現地協議の結果については、平成5年10月20日 付けで県教育委員会教育長名で、

1須 多ケ峯遺跡の保護については、工事に先立 って発掘調査を実施 して記録保存を図る。

2発 掘調査 にかかる経費については、北信地方事務所が負担する。

3発 掘調査は、飯山市教育委員会に委託する。

4調 査時期にっ いては、飯山市教育委員会 と北信地方事務所で調整する。

と回答があり、計画書及び予算書が示された。

工事計画では二工区に分けて平成も年には南側の曙地区、平成7年 に遺跡 の所在す る藤 ノ木地区側が予

定されていた。そのため、発掘調査は平成6年 度中に終了す る事 とされ、他 の調査や降雪時期を考慮 して

平成6年8月 より10月 までを予定す ることとした。

平成6年6月11日 付けで法第57条 による発掘通知が提出される。(9月9日 付けで県 より回答)

7月1日 法第98条 による発掘通知を提出。

7月2日 市農林課と協議。8月1日 を発掘開始の予定とす ることで合意する。ただ し、用地交渉が完

了 していないために、着手までに完了するよ う依頼。

7月26日 地権者および藤 ノ木区に発掘調査の説明会を開催。買収契約等がなされていない状況であっ

たが、地権者の承諾をいただいて予定通 り8月1日 より実施す ることで合意 された。同日、北信地方事務

所長 と発掘調査委託契約書を締結。

2調 査 経 過

A発 掘調査

このたびの緊急発掘調査対象地 は、県の 「ふるさと農道緊急整備事業」により、道路 となる部分約4000

㎡の調査を実施 した。

i



図1地 区割設定図
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調査期 間 は、平成6年8月1日 か ら10月30日 までの約3ヵ 月 間実施 した。 この間、記 録 的 な猛 暑 ・異 常

乾 燥 と土 ぼ こりに悩 まされなが らの調 査で あ り、 また、散水作 業を並用 しなければ な らない調査 で もあ っ

た。 なお、調 査区内 の道路部 分 と栗 ・柿 のあ るところ(西 端部)は 、諸 事情 によ り、調査 で きなか った。

地区割 は、道路中心杭No1340とNo1355と を直線 に結 んだ線 を基 準 と し、各 グ リッ トは5m方 眼 で設 定

した。なお、調査区 の中心 を市道1-408号 線 が南北 に走 って い るた め、便 宜上 この市道 の東側 を1区 、

西側 をII区 と した。番号 は、南北 にA～N(1・II区 と も同 じ。)と し、東西 に は1区 ・II区 別 に1～20

とした(図1)。 したが って、現地 で の各 グ リッ トの呼称 は、IA-1の よ うに用 いた。

なお、遺物 の注記 に はSDM(須 多 ケ峯遺跡)94(西 暦)1(大 区)A-1(グ リッ ト)一1(遺 物 番

号)の よ うに記 した。

また、標高 は市農林課 よ り示 され た道路 中心杭頭 の数値 を基 準 と した。基準数値 は次 の とお りで ある。

(中 心杭 の位置 は図1参 照)

中心杭No 杭頭標高 中心杭No 杭頭標高

1290

1300

1320

365.08m

364.693

364.039

i340

1380

1415

363.803m

363.048

359.169

調査方法 は、原則 として表土剥ぎ、精査、遺構確認、遺構確認状態写真撮影、遺構掘 り、遺物 出土状態

写真撮影、遺物測量、遺物の取 りあげ、完掘状態写真撮影、遺構平板実測の順で行なった。表土(耕 作土)

は重機で除去 し、精査はジョレンがけを主体に行ない、遺物のあるところは移植 ゴテで行なった。写真撮

影は、白黒フィルム35ミ リとカラースライ ド35ミリフィルムで適時撮影 した。遺構掘 り下 げは移植 ゴテで

慎重に行ない、適時セクション帯を残す等土層観察に努めた。測量は、遺構全体図 は40分 の1で 作成、ま

た、住居趾等主要遺構 は20分 の1も しくは10分 の1の 図を作成 した。出土遺物については、10分 の1ま た

は20分 の1の 分布図 ・微細図を適時作成 した。大半は平板測量で実施 した。

遺物の取 り上げは、遺構毎、またはグリッド毎に地点 ・レベル

を測 り取 り上げた。撹乱 によるグリッド毎にとりあげた出土遺物

は僅かであった。

遺構の略称 は、竪穴住居趾にSIを 、掘立柱建物趾にSBを 、

土坑をSKを 用 いた。番号は1か ら付番 したが、今報告では住居

趾 については過去の調査で4軒 検出されているため 「5」 か らと

した。対照表 については例言に記 してある。

この調査で検出された主な遺構 は、次のとおりである。

縄文時代 竪穴住居趾2軒 土坑17基

古墳時代 竪穴住居趾4軒 掘立柱建物趾2棟

この遺跡の基本的な層序 は、畑地であったため上位か ら耕作土

(黒灰色土厚約30cm)、:黄 褐色土(約20cm)、 黄灰色土(約50cm)

黄灰色粘質土(約15cm)と なっていて、次の黄白色粘質土(約15

cm)は 調査できた範囲にとどめた(図2)。

なお、.第1土 器集中地点(1区1・J-18・19)と 第2土 器集

1耕 作土(黒 灰色土)

II黄 褐色土層

皿 黄灰色土層(所 々塊状あり)

IV黄 灰色土層

V黄 灰色土層(所 々塊状あり)

VI黄 灰色粘質土層

珊:黄 白色粘質土層

図2土 層模式図(1:20)

3



地点(II区L・M-6・7)は 、小 さな谷で黒色土 が厚 く トレンチを入れ たが、遺構 は検 出され なか った。

また、西 側 の大 きな谷 のII区D～F-11～18)も 黒色土 が厚 く(図1)遺 構 は認 あ られ なか った。遺 構 は

表土(耕 作土)除 去 後 の地 表面 か らと、 それ よ り15cmほ どの下層 の黒色 土 中か らの出土遺 物 が認 め られ

たがその下 には含 まれ て いなか った。

B調 査 日 誌 抄

平成6年

7月26日(火)市 農林課 と現地確

認 。 コンテナハ ウスの設置場 所、土置

場等 の検 討。藤 ノ木公民館 にお いて地

元説 明会 を開催 。

7月29日(金)～8月1日(月)1

区(市 道1-408号 線 の北 側)内 の重

機 による表土剥 ぎ。約30cmの 表 土を取

除 くと黄褐色土 。散水作 業。

7月29日(金)コ ンテナハ ウス設

置 、テ ン ト設置、器材 搬入 。

8月1日(月)発 掘調査 開始式。

1区 の基 準杭 、 グ リッ ト杭(以 下 「G杭 」 とい う)打 ち開

始。1区 西半分 の南端か らジ ョレンがけ精査 開始。散水作

業続行。

8月2日(火)1区 内の基準杭 、G杭 打 ち完了。表示

板設置完了 。C～F-14～20の ジ ョレンが け精査続行 。F

-16～17で 竪 穴住居趾(古 墳時代)1軒(SI5)検 出。

8月3日(水)A～G-10～15の ジョレンがけ精査 。

各 グ リッ ド毎 の遺物 はは とん どな い。C・D-14で 土坑検

出(SK1)。 全体 に耕作機械 で黄 褐色土が削 られてい る。

10～14ラ イ ンが特 に ひど く、南か ら北 に向 け幅70～80cmの

帯状 に約15cmの 深 さで撹乱 されて い る。

8月4日(木)A～G-8～15ジ ョレンがけ精 査。B

-10で 土坑(SK2)を 検 出
。

8月5日(金)～8月8日(月)1区(市 道1-408号

線 の西側)の 重機 によ る表土剥 ぎ(日 曜 日を除 く)。

8月5日(金)1区A～E-9～13ジ ョレンが け精査。

E-13で 土坑(SK3)検 出。

8月7日(日)柳 原公民館主 催の発掘 体験学習(H～

J-12～16の 範 囲)が 開催 され50名 参加。

8月8日(月)A～G-8～13ジ ョレンがけ精査続行

遺構掘 り開始。C-8で 土 坑2基 、B-8で1基 検 出。

ほこりじめ しのための散水作業

また、遺構面への散水も行 った。

ひどい撹乱の中に落とし穴が並んでいた

4



8月9日(火)E～L-10～14

ジョレンが け精査。F-11～14(S

K4)とH-10(SK5)で 土 坑 各

1基 検 出。

8月10日(水)G～K-10～19

ジョレ ンが け精査。G-11で 土 坑(

SK6)検 出。SK4～6上 面輪 郭

写真 。

8月11日(木)ジ ョレ ンが け精

査続行 。1・J-18で 土器 片集 中 出

土 。住 居趾?

8月19日(金)G～K-16～20

ジ ョレンが け精査続 行 。1・J-15

～16で 竪穴住居趾(SI2・ 古 墳)。

9月29日 の現地見学会風景(後 方は復元家屋)SI6上 面輪郭写 真。

8月22日(月)SI5・6セ ク シ ョン帯 を残 し掘 り下 げ開始 。 εK1・3完 掘 、坑底 に小穴 あ り。 写

真撮影 。SK4～6半 割 掘 り。B・c8・9の 長方形土 坑、木棺墓 木 口痕 に思 われたが、 半割 の結 果 落

し穴 らしいので、C-8の 土坑 をSK7・8に 、B-9をSK9と した。1・J-18土 器片 集 中箇 所 が住

居肚 と思 わ れたが、黒色土厚 くプ ラ ン不明確 。土層観 察用 トレンチを入れ る。K-14・15で 土坑(SK10)

検 出D

8月23日(火)SI5・6掘 り下 げ続行 。SK4～6土 層実測(10分 の1図 作成)。

8月24日(水)ジ ョレンが け精査続行 。SK8～10土 層実測 。SI6遺 物分布状態 写真 、 出土 状態 実

測開始(10分 の1図)。SK4～10掘 り下 げ、 うちSK4～7完 掘 ・坑底 に小穴 あ り。

8月25日(木)SI5遺 物 分布状態写真 、分布 状態 の平板測量(20分 の1図)、 遺 物 と りあ げ。SK

8・9完 掘 、坑底 に小穴 あ り。精査続行 。2.区 基 準、G杭 打 ち。

8月26日(金)SI6遺 物分布状態 実測完了、遺物 とりあ げ。SK2・5～7完 掘 状態 実測(20分 の

1図)。 遺 構平面測量(全 体)。H区

表示板設 置。

8月29日(月)SI5完 掘写真 、

平面 測量 。SI6セ レク ション帯土層

図作 成。SK5完 掘 写真。遺構平面 測

量(全 体)続 行 。II区 ジョレンがけ精

査F～K-1～5ラ イ ンか ら開始 。

8月30日(火)F-5土 坑(SK

11)、H-4土 坑(SK12)を それ ぞ

れ検 出、上面輪郭写真 。

8月31日(水)J-4土 坑(SK

13)、J-3土 坑(SK14)を 検 出、

上面 輪郭写真 。1区 のSI6写 真 。S

K11～14掘 り下 げ。 杭打 ち作業
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9月2日(金)～3日(土)重

機 に よる表土剥 ぎ(H区)。

9月2日(金)SK7～9(1

区)及 びSK11・14(II区)の 完掘

写真。SK12・13完 掘 ジ ョレンが け

精査続行。

9月5日(月)II区 内基準 ・G

杭打 ち、表示板 設置。SK12・13完

掘、実測 ・写 真。

9月6日(火)II区 内重:機によ

る表土剥 ぎ、土 ぼ こりす ご く散水車

2台 。E-5で 土坑(SK15)検 出

及 び上面輪郭 写真 。C～F-6～7

で住居趾様 の長方形 プ ラ ン検 出、 と 今日も暑い 炎天下で作業が続 く

りあえずSI7と した。北側 と西側 は不明確 、耕作 機械 の撹乱 による もの と思 われ る。C～E-14～15に

かけて トレンチ入 れ る。此所一帯 は、沢す じで黒色 土厚 い。1区 内 の測量(レ ベ ル含む)完 了 。

9月7日(水)H～J-7～9で 竪穴住居趾(SI8・ 古墳)検 出。SI7・8上 面輪 郭写 真 。SI

7・8及 びSK15・16セ ク シ ョン帯 を残 して掘 り下 げ。SK16か ら凹石1点 出土 。

9月8日(木)SI7縄 文 中期土 器片散在 的に出土。 さ らに石 錺i1、 石斧1出 土 、北 側で焼土 確認。

9月12日(月)SI7南 西 の壁 付近 で深鉢1個 体出土、黄色粘 質土 になる。SI8掘 り下 げ続行 、黒

色土厚 く南側 の主柱 穴未確認 。

9月14日(水)中 野実高黒岩 ・赤塩両先生来訪 指導 を うけ る。SI7深 鉢出土状態写 真撮 影 、実 測。

SI8南 側 の主柱 穴確 認。

9月16日(金)SI7遺 物分布 状態写真、分布 図作成。SI8遺 物 出土 状態写真。SK15・16完 掘 写

真 と実測。精査続行 。

9月19日(月)J・K-9・10で 掘立柱建物趾(SB1)検 出。SI7遺 物 と りあげ。

9月21日(水)J～N-10～16平 板 による遺構平 面測量(全 体)。L一 一13・14掘 立柱建物趾(SB2)

検出。h

9月29日(木)午 前古墳 時代 住

居復元完了(1区 の6号 住居趾 を復

元)。 午後市教委 並 びに飯 山 ・柳 原

公民館共催 の現地 見学会開催 、約80

名参加。

9月30日(金)G-6・7で 竪

穴住居趾(SI9)検 出及 び遺構平

面測量 。プ ラ ンの大部分 が撹乱 。

10月3日(月)SI8南 壁西寄

りの床面 で小砂利を敷 きっめた と思

われ る箇 所出土。 測量作業
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10月4日(火)SI8南 壁 東隅 で壷 の 口縁部出土 。

10月7日(金)SI7南 端部 で ミニチ ュア土製品1点 出土 、同出土状態写 真。L-10・11で 竪穴住居

趾(SI10)検 出。

10月12日(水)SI10上 面 輪郭部写 真、確認面掘 り下 げ。

10月14日(金)SI7・8・10他 の掘 り作業続行 。SI10南 端部 で石錺i1点 検出。 レベ ル測定続 行。

10月17日(月)1区 基準 ・G杭 撤収 。SI10遺 物 とりあ げ。遺構平 面測量等続 行。

10月19日(水)SI8・10遺 物 とりあ げ完了。柳原保育 園 の園児40名 見学 。

10月20日(木)撤 収作業(器 材運搬等)。 一一部 の測量 ・撤収作業等 を残 してすべて終了 す る。

10月21日 ～31日 この間残務 整理(測 量 ・器材撤収等)を 行 な った。
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第2章 遺 跡 の 概 要

1遺 跡の位置 と環:境

A地 理的環境

須多 ケ峯遺跡は、長野県飯山市大字旭字須田ケ峯31-1等 に所在す る(図3)。

飯山盆地を南から北東へ流れ下 る千曲川の左岸側 には、比較的緩やかな地形が発達す る。千曲川沿いの

低地か ら西側へ行 くにつれて扇状地か ら丘陵、さらに台地か ら関田山地へと移 り、斑尾山(1,381.8m)へ

と連続 し、関田山地に讐える鍋倉山(1,288.8m)黒 岩 山(938.6m)な どが飯山盆地 の西側に連 なり、市

街地があり、市街地端部の西側丘陵上に須多 ケ峯遺跡が在 る。

この丘陵 は、北 に向か ってゆるやかに傾斜 し、台地状になっていて北東部 が急崖 となって市街地北端部

と外様平南端部 に接 している。丘陵上か らの眺望がすばらしく、関田山地の峯々 ・外様平 の穀倉地帯 ・弥

生時代遺跡で著名な長峰丘陵と千曲川の悠久の流れを一望できる。眼下には、その昔越後との交易通 であ

る富倉街道(現 国道292号 線)が 西へ延び高田 ・直江津方面へ通 じ、越後の海産物が飯山へ と運ばれた重

要な街道であった。 このような交易道が関田山地 には数多 く残っている。

現在、丘陵の大部分がアスパ ラ畑で耕作 され深耕 ロータリーと思われる機械で傷ついた遺跡、また、昭

和40(1965)年 の発掘調査で 「良好な遺跡」 と確認された遺跡だが、道路建設によりその一部を失 うこと

となった。

引用 ・参考文献

飯山市誌 自然環境編(1991)飯 山市 ・飯山市誌編纂委員会

B歴 史 的環境

須多 ケ峯遺跡 は長峰丘陵 と関田山脈 に挟まれた外様平の南端に位置する旭藤ノ木須多 ヶ峯地籍にある。

ここでは遺跡周辺の歴史的環境を考古学的遺跡をもとに述べることとす る。(図4)

旧石器時代 須多 ケ峯遺跡周辺 には長峰丘陵上の東源寺 ・針湖池 ・長峰等 の旧石器の遺跡があり、刃器

や彫器などの石器がみっかっている。

縄文時代 凋 辺で最 も古い縄文時代の遺跡は小佐原遺跡で、縄文時代草創期か ら早期の表裏縄文土器や

石器が出土 している。十三 ケ丘 ・針湖池遺跡でもやはり表裏縄文土器が採集 されている。縄文時代前期 に

は有尾 ・小佐原 ・須多 ケ峯 ・長者窪 ・直坂遺跡等がある。有尾遺跡 は有尾式士器の標式遺跡である。

縄文時代中期は北飯山 ・島 ・笹川 ・別府原遺跡など、関田山脈東麓に点々と遺跡が見 られる。その他 お

茶屋 ・ガニ沢上 ・飯山シャンツェ下遺跡か らも縄文土器が採集されている。

以上、縄文時代 について簡単に触れてきたが、周辺 には縄文時代の遺跡 はいたって少ない。

弥生時代 外様平 は飯山で も最 も早 く稲作が始め られたところで、須多 ケ峯 ・鍛冶 田 ・北原 ・西長峰 ・

法寺遺跡など関田山脈や長峰丘陵上に数多 くの遺跡が点在 している。

弥生時代後期に入 り、先の柳原鍛冶田 ・北原遺跡など関田山脈東麓の遺跡が姿を消すのに代わ って、西

長峰 ・東長峰 ・鬼ガ峰 ・小佐原 ・お茶屋 ・長者窪遺跡など長峰丘陵を中心 に新たに遺跡が出現す る。須多

ケ峯遺跡では昭和40年 の発掘調査によって県下初の方形周溝墓が検出されている。山麓の湧水に恵 まれた

場所から低湿地に接 した丘陵へと生活の拠点が移動 したことがうかがえる。 このことは狩猟 ・採集を中心

8



図3須 多ケ峯遺跡の位置
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とした生活か らいよいよ稲作を中心 とした農耕生活へ と変わって行 く生活文化の変遷 として受 け取 ること

ができるであろう。,

古墳時代 長峰丘陵は飯山で も有数の古墳密集地である。近年前方後方墳 と推定されている有尾古墳 の

ほかに、円墳の大池古墳群 などが知 られている。 しか し・弥生時代に比べて古墳時代の生活跡 はいたって

少な く須多 ケ峯遺跡において竪穴住居趾が発見された以外、別府原 ・須多 ケ峯 ・林子畑 ・有尾 ・雨池北遺

跡で僅かに土師器が発見 されているにすぎない。

歴史時代 古墳時代以降を歴史時代 と総称 してお く。

飯山地方では今のところ奈良時代の遺跡は知 られていない・平安時代の遺跡 としては針湖池 ・布施田神 ・

別府原 ・正行寺北 ・鬼ケ峯 ・長者窪 ・林子畑 ・有尾 ・城山 ・十三ケ丘 ・北原 ・鍛冶田 ・遺跡が あり、北原

では多 くの鍛冶遺構が発見されている。小佐原遺跡では土墳墓が発見 され、灰粕陶器 の長頚瓶 や土師器 の

圷が出土 している。

中世 ・近世 中世の代表的集落としては鍛冶田 ・有尾遺跡などがあり、掘立柱建物趾 ・井戸趾や珠洲系

陶器、中国銭、中国製陶磁器などが出土 している。

また・関田山脈東麓には山口城 ・馬の峰城、中条館、中条城などの中世城館跡が点々と存在 している。

以上、簡単に歴史的環境 について記 してきたが、旧石器時代 ・縄文時代においては千曲川が大 きな役割

を果た したし、川の恵みを中心 とした狩猟 ・採集生活を し、弥生時代では農耕と関連 して沖積地を望む地

帯を生活の場所 として選択 し、平安時代以降は次第に開拓の鍬が進あられて、前の時代 には不利益 と思わ

れzい た地域にも生活の痕跡を刻むようになったものと考え られよう。

引用 ・参考文献

飯山の遺跡(1986)飯 山市教育委員会

飯山市誌 自然環境編(1991)飯 山市 ・飯山市教育委員会

2須 多 ヶ峯遺跡の研究と過去の調査

「信濃史料第一巻上」の地名表によれば
、須多 ケ峯台地及び台地周辺の遺跡として、 「市のロガニ沢上」

が記載 されている。ガニ沢 とは須多 ケ峯台地の東端に湧出す る泉が小河川となって台地の東端を東北方に

流れている沢である。 このガニ沢の上となっていて、地形が台地 となっているか ら須多 ケ峯台地をさし示

しているものとみて間違いないであろう。ここでは、弥生時代の箱清水式土器片が神田正人氏 によって採

集 されており、須多 ケ峯台地 は弥生式後期の遺跡とされていたことが判 る。

昭和40年 、台地が東北方 に傾斜する地帯を階段状に地均 し、住宅団地を造成することが決定 し、第1期

の造成工事が同年7月 より開始された。昭和40年7月 下旬、飯山北高等学校地歴部が、夏休みを利用 して

縄文中期の土偶を多量に出土することで知 られる秋津地区深沢遺跡第3次 発掘調査を永峯光一一、野 口義麿

両氏を指導者 とし行なっていた。 この調査期間中に、須多ケ峯から多量の弥生式土器が出土 しているとの

報が もたらされたのである。そこで、発掘調査に参加 していた国学院大学生の小林重義、木村幾太郎両氏

に須多 ケ峯台地の調査 に赴 いて もらった。夕方、帰 って きた両氏によれば、当時学界で注目されっっあっ

た方形周溝墓 と思われるとのことであった。 これは大変だという訳で、深沢遺跡調査の終了をまって直ち

に須多 ケ峯遺跡の調査を7月 末 より8月 初旬にかけて行なった。これが須多ケ峯遺跡の第一次調査である。

小林、木村両氏には帰京を延期 してもらい調査の中心 となっていただいた。調査の結果、2基 の方形周溝

墓が発見された。1号 周溝墓主体部 より硬玉製大形勾玉、鉄釧、溝内より弥生後期の壷、甕、器台等が発
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図4周 辺の遺跡分布図

1.須 多 ケ 峯2.ガ ニ沢 上3.神 明 町1～4号4.雨 池 北5.十 三 ケ丘6.直 坂

7.飯 山 シ ャシ ツ ェ下8.城 山9.北 飯 山10.北 町11.有 尾1～3号 墳13.黄 金 石 上

14.林 子 畑15.長 者 窪16.長 峰17.お 茶 屋18.大 池1～2号 墳19.小 佐 原20.鬼 ケ 峰

21.東 源 寺22.正 行 寺 北23.針 尾 池24.西 長 峰25.法 寺26.中 条 館27.馬 の峯 城28.島

29.布 施 田神 社30.笹 川31.別 府 原32.北 原33.鍛 冶 田(32・33は 旭 町 遺 跡 群)34.山 ロ城
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見された。また、方形周溝墓の周辺 より縄文前期土器破片が比較的まとまって発見された。更に、周溝墓

の北西側で不完全ではあったが古墳時代前期の住居趾が1軒 発見 された。

2基 の方形周溝墓 は長野県内では最初 の発見であった。

出土した縄文時代中期土器

方形周溝墓(上)と 出土 した鉄釧(右)

終了間近 となっており、調査体制を組むことは不可能であった。そこでプル トーザーの動 きまわる中、懸

命に出土 している土器破片を採集 してまわったのである。この地帯が、発掘調査されていたな らば、当地

方における縄文中期初頭の住居趾をはじめ各種の遺構が発見されたことであろう。返すがえす も残念な こ

とである。

昭和45年 には、縄文中期初頭の土器破片が多量に出土 した地帯上方で、地均 し工事が行なわれた。この

折 りにも炉趾 と思われる焼土が発見されており、調査が行なわれたならば必ずや住居趾が発見 されたこと

であろう。昭和40年 代では、埋蔵文化財に対する認識が一般的に薄 く、無残に破壊 されていった遺跡が数

多く存在 したのである。

周溝墓発見の地帯 は、調査終了後直ちに地均 らし工事が行

なわれる予定であったが、あまりにも重要な発見であ り、

近隣 して同様の遺構の存在が予測されたため周溝墓発見地

周辺の工事延期を工事主体者である市当局 に要望 し、幸い

にも了承を得ることができた。同年12月 初旬か ら中旬にか

けて、桐原健氏に参加 して頂き第2次 調査を実施 した。方

形周溝墓の発見 はなかったが、古墳時代前期の住居趾を2

軒発見 した。うち1軒 は、折からの猛烈 な降雪に見舞われ

完掘出来ず、翌年の4月 末に雪消えを待 ってようや く終了

した。

周溝墓、住居趾の発見地帯 は、調査の終了を待 って住宅

が建設される予定であったが、発見された遺構 、遺物があ

まりにも重要であるとの見地か ら

保存することが望 ましいとの声が

高まり、当時県社会教育指導主事

林茂樹氏の多大な骨折 りと市当局

の理解により、若干土盛 りを して

広場 として保存することが決定 し、

現在にいたっている。

昭和41年7月 第一次調査地帯の上

方で、第二期の住宅団地造成のた

めの地均 し工事が、行 なわれた。

この折り、多量の縄文中期初頭の

土器破片が出土 しているとの噂を

きき、直ちにかけっけたが工事 は

参考 ・引用文献

高橋 桂 ・太田文雄 『北信濃須多ケ峯遺跡第2次 発掘調査報告書」1977「 信濃」第29巻第4号
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3須 多 ヶ峯遺跡の概要

飯山市街地の西側を斑尾山麓に発達 した丘陵が、国道292号 線の南側までのびている。

この丘陵の北端を古 くより 「須多峯」 と呼ばれアスパ ラ畑が南へと広が っているが、 ここが須多 ケ峯遺

跡で丘陵全体が範囲である。

全体 に北方向への傾斜地で、扇状 に東西への広が りをみせ、東 と西に大きな沢(谷)が あり、その中間

にも小さな沢が見 られる。北端 は急崖 となっていて、この部分に住宅団地造成が行なわれ今の須多 ケ峰団

地 となっている。前回の発掘調査地等は、図5のa～dの 場所であり、今回はその西側上方のe地 点であ

る(図5)。

今回の発掘では古墳時代の竪穴住居趾が4軒 検出され、前回 と合せて8軒 が確認 された(表1参 照)。

また、 この時代の掘立柱建物1棟 が、8号 住居趾 と10号住居趾の中間で検出されている。

表1須 多ケ峯遺跡古墳時代住居吐一覧表

第
一

次～

第
三
次

番号 長 径 × 短 径m 面 積(2η)(坪) 備 考

1号 4.5x4.0 18=.5.5 一部撹乱 ・隅丸方形

2号 5.3x5.2 27.6=.8.5 隅丸方形(不 整形)

3号 fi.4x5.9 37.8=.11.5 隅丸方形

4号 すでに破壊 され不明、炉確認

第
四
次
(

今回

)

5号 7.Ox7.0 49.0=.15.0 方形

6号 4.Ox4.0 16.0≒5.0 隅丸方形

8号 7.8x6.9 54.0≒16.0 隅丸長方形

10号 6.6x6.2 40.0≒12.0 隅丸方形

計 8軒

縄文時代では今回竪穴住居趾が2棟 検出され、この時代の落 とし穴 と思われる土坑 も検出されている。

遺物にっいては縄文時代中期土器や古墳時代前期の土師器が、9号 竪穴住居趾を除 く竪穴住居趾か ら出

土 している。

第1次 調査において弥生時代後期方形溝墓 も発見 されているので、以上の ことか ら縄文時代中期(約50

00年前)の 集落趾と弥生時代後期後半か ら古墳時代前期(約1700年 前)の 集落趾があったことが判明 し、

それぞれの文化動向を知る上で貴重な資料を提供 している。

そして、前項でふれ られているように、貴重な須多 ケ峯遺跡が今またその姿の一部が失われることとなっ

た。
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図5調 査地周辺の地形1=2500

a

C

」0

第1次 調査地(昭40.7)b第2次 調査地(昭40.12)

縄文時代中期(初 頭)土 器出土地 ・(昭41.7第2期 宅造時)

4号 住居趾発見地(古 墳時代 ・昭40.12)e今 回の調査地(1994)
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図6調 査地全体 図1:800
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図71区 遺構実測図1:200
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図81区 遺構 実測図1=200
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図91・II区 遺構実測図1=200
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図10H区 遺構実測図 、1:200
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図11H区 遺構実測図1:200
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図12啄 遺構実測図1:200
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図1311区 遺構実測図1:200
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第3章 縄 文 時 代

1遺 構(図14)

この時代の遺構 は、1区 で土坑10基 ・II区では竪

穴住居趾2軒 と土坑7基 が検出されている。また、

遺物が検 出された遺構はSI7とSK16(9み である。

以下順を追 って述べることとする。

A竪 穴 住 居 趾

(1)7号 住居;吐(SI7・ 図15)

11区のC～G-6～9に 位置 している南北棟の大

型住居趾の南端部は、他の住居趾と重復 していたと

考え られるが、ここでは7号 住居趾 として報告す る

ことにす る。

検 出 南端部 は不明確だったが、上面輪郭 はほぼ

長楕円状で検出された。南端部東隅は鍵型 となって

いて、西へのびるラインは途中で切れ、また、西隅

の弓形にのびるラインも途中で切れている。この状

況か ら大型住居趾の上に重なる状態で、少な くとも

両プランをもっ住居趾があったのであろう。 しか し、

この部分の掘 り下げの結果、地山にいたるまで1な

いし2回 の床面 らしき堅い面を確認 したが切 りあい

関係を明確 にすることができなかった。

大型住居趾の北半部分の床面 は撹乱され北傾斜と

なっていたが、その中で柱穴が南北に列をな して検

出され、その内側で焼土 も10数箇所検出された。

また、遺物は深鉢 ・ミニチュア土製品をはじめ縄

文時代中期の土器が南端部に集中 していた。東壁沿

いにも散在的に検出されている。この時代の石器も

大半 はこの住居趾か ら検出された。

主柱穴 列をなしているので、列別にまとあてみる

東側の列にはP18、P17、P14、P13、P11、P

18、P30が あり、これに対応する西側の列ではP21

P23、P7、P6、26、P27で あろう。中の列 はP19に 対

応するものとして、深 さに難があるもののP32を 考

える。ただ しP32と すると、南側の壁の輪郭 と整合
図14縄 文時代の遺構分布図1:goo

しない。南部については確定できない。東側の列 は東壁から西へ約90c皿の間隔を保ち一線上に在 る。ただ

23



しP13は 約30cm西 に寄った位置にある。間隔はP17とP14は 約2mと せまいほかは、3m前 後 となって

いる。

西側の列 はP21とP27を 結ぶ線上に在 るが、P26が 約30cm東 に寄 った位置に在 る。

東側 と西側 の柱穴の間隔は北側で約5m、 南側で約4.5mを 測 る。位置については必ず しも対応 した位

置ではない。隣接 したピットは補強用 として使われたのかも知れない。

主柱穴の規模は表2の とおりである。

表2主 柱穴規模一覧(単 位cm)

西 側 の 列 中 の 列 東 側 の 列

ピ ッ ト 直 径 深 さ ピ ッ ト 直 径 深 さ ピ ッ ト 直 径 深 さ

21 39 52 19 30 90 i8 32 34

23 41 42 32 31 22 17 32 60

7 45 48 14 40 92

6 40 60 13 34 54

26 42 50 ii 45 70

27 25 60 8 40 60

30 50 46

規 模 長径 は、P19か らP32と して約17.7mを 測 る。短径 は、Fラ イ ンの東 壁か らP7か ら西 へ90cmの 地

点 で約7.2mで あ る。

壁 高 東側C地 点 で40cm、E地 点 で20cmを 測 るが、傾斜 線 に添 い北 へ低 くな りP17の 東側 で撹 乱 の た

め零 に、 また、西側 はB地 点 で約30cm、A地 点 で も30cmを 測 るが、P24の 西 側 で これ も撹 乱 の ため これ

も零 とな って い る。

焼 土 南半部分 で11個 所、北 半部分 で3個 所検 出 され たが、炉趾 か どうか は不 明であ る。

その他

P1～P8か らは石器 ・土器片 が検 出 され た。P5の 底部 か らは ミニ チ ュア土製 品 が、P31か らは石製 品 が

検 出 されて いる。

また、P31とP28内 に は、粉 炭混 りの暗褐色土 が堆 積 して いた。床面 は黄 灰色粘質土 で硬 くしま って い

る。

(2)9号 住居吐(SI9・ 図16)

区のF・G～6・7に 位置 す る。主柱 穴 はP1～P4で あ り、P4はP2に 比 し約20cm西 に寄 って いる。

直径 はP3で 約30cmを 測 る。他の3本 は一定 していな いが同様で あ った もの と思われ る。 深 さは検 出面 か

ら約20cm～30cmで あ る。

炉趾 は主柱 穴の ほぼ中央 で検出 された。壁 はC点 付近 に僅か に残 るのみで、他 は撹 乱 の ため全 く残 って

いない。C点 での壁高 は約10cmを 測 る。 プラ ンは円形 と思われ る。床面 は黄褐 色土 で硬 くな って いた が、

撹乱 のため定 かで はない。

B土 坑

土坑は17基 、黄褐色土上面で検出された。このうち 「落し穴」が11基 、 これに類似 した もの3基 、その

他3基 である。その他3基 の うち1基 は出土遺物によってこの項に含め、残 る2基 には出土遺物がなく迷 っ
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＼

たが、 とりあえず この項 で扱 うことと した。

(1)落 し穴

落 し穴11基 は、3つ の列 に分 け ることが で きる。 また、遺物 は全 く検 出 されなか った。

第1の 列(図14)SK7・8・ は1区csに 位 置 し、SK9は 同区B-9に 位置す る。3基 と も西か ら

東へ の傾斜線上 に並 び、長 径 は これ にク ロス して掘 られて い る。

SK7は 、隅丸長方形 で105cm×38cmを 測 る。確認面 か らの最大深(以 下深 さとい う。)97cmを 測 り、

底部 は平坦 で鼓形状 に掘 られ、全体 に北 西 に片寄 って いる。 中心 に棒状痕1箇 が認 め られ る。

SK8も 隅丸長方形 で、110cm×43cmを 測 る。深 さ は107cmで ある。下層 にい くに従 い南 北 に広 が り底

部 は(123cm×35cm)平 坦 で鼓形状 に掘 られて い る。中心 よ り西北寄 りに1箇 認 め られ る。変形 部分 は掘

り過 ぎの感 は否 めない。SK7と は西南方 向に約80cm離 れて いる。

SK9は 検 出面 で も鼓 形状 で109cm×30cmを 測 る。深 さは73cmで あ る。底部 は平 坦 で北 西 に片 寄 り、

中心 に棒 状痕1箇 が認 め られ る。SK8の 西南方 向へ3.5m離 れてい る。

第2の 列(図14)5基 と も1区 内で、SK1はC・D-14に 、SK3はE-12・13にSK4はF-11・

12に 、SK6はG-11に 、SK5はH-ioに 位 置 して いる。検 出面 は楕 円状 、底部 は隅 丸長 方形 にな って

いて、棒状痕 が他の ものよ り深 いのが特徴 であ る。

SK1は 、140cm×95cmを 測 る。深 さは115cmで ある。底部 は平坦 で中心 に棒状痕2箇 が認 め られ る。

SK3は 、105cm×70cmを 測 る。深 さは108cmで ある。底部 は平坦 で、 ほぼ中心 に棒状 痕1箇 が認 めれ

る。SK1と は8m離 れて い る。

SK4は 、110cm×60cmを 測 る。深 さは100cmで ある。底部 は平 坦で、 ほぼ中心 に棒状 痕1箇 が認 め ら

れ る。SK3と の間隔 は7.5m。

SK6は 、100cm×50cmを 測 る。深 さは110cmで あ る。底部 は平坦 で南寄 りに広 く掘 られ て い る。 中心

に棒 状痕2箇 が認 め られ る。SK4と の間隔 は5m。

SK5は 、125cm×60cmを 測 る。深 さは100cmで ある。底部 は平坦 、棒状痕 は中心 よ りや や北 に寄 って

いる。SK6と て の間隔 は約3mで ある。

この列 は1区 南端部 に在 って、東方へ の傾斜地 に、長径 を傾斜線 に クロスす る形 で掘 られて い る。SK

1を 除 き検 出面 の上部 は相 当 に撹乱 されていた。

第3の 列(図14)こ の列 はII区 。SK11はF-5に 、SK12はH-4に 、SK13はJ-4に 位 置 して

いる。検 出面 は楕 円状 を呈 して いる。

SK11は 、85cm×60cm、 深 さ65cmを 測 る。底部 中央 はやや凹み、棒 状痕 は北西 に寄 り掘 られて い る。

SK12は 、95cm×65cm、 深 さ75cmを 測 る。内部 は南 壁方 向へふ く らん で掘 られて い る。棒状 痕 は中心

位置 してい る。 テ フラ部分 は掘 りす ぎであ る。

SK13は 、110cm×90cm、 深 さ85cmを 測 る。底部 は平坦 に近 く、棒 状痕1箇 を有 して いる。

間隔 は、SK11とSK12は12.5m、SK12とSK13は6.5mと なって い る。

この列 は、北東 への傾 斜地 に掘 られてい る。

(2)(1)に 類似 した土坑

SK2は(図19)、1区B一 ・10に位置 す る。140cm×113cm、 深 さ90cmを 測 るが、北 方 向へ約20cmの

掘 り過 ぎが あ るため、点線で示 したよ うに ほぼ円形 のプ ランであ る。底 部 も円形 で北 寄 りに棒状 痕 と思 わ

れ る小穴1箇 を有 し、南西側 が約15cm浅 く、 また、北側 へふ くらんで掘 られて い る。
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SK10は(図19)、1区14・15に 位 置す る。140cm×135cmを 測 り、 ほぼ円形 であ る。深 さ は57cmで あ

る。底部 も円形 で摺鉢状 とな って いz;中 心 か ら東側へ少 しずれて直径 約25cmの 穴1箇 を有 して い る。

SK15は(図20)、II区E-5に 位 置す る。85cm×87cm、 深 さ45cmを 測 る。 だ円状 を呈 し底部 は周 囲

ら中心 に向いやや深 く掘 られて い る。棒 状痕 は認 め られなか ったが、(1)の 第3列 の線 上 に在 る。

(3)そ の他の土坑

SK16は(図21)、II区G・H-6に 位置す る。250cm×90cm、 深 さ40cmを 測 る。2基 の土 坑 によ る

切 りあい と思 え たが、切 りあ いはなか った。点線部 分が最 も深 く周 囲か らこの部 分 になだ らか に傾 斜 して

いる。

出土遺物 は、遺構検 出面(点 線部分 の上部)で 縄 文時代土器片 が、 また、靴先状 の北 寄 りの黒 色土 中 か

ら凹石 が検 出 されてい る。

SK14は(図20)、II区J・K-3に 位置す る。300cm×215cm、 深 さ18cmを 測 る。楕 円状 に溝 が め ぐ

り、 中に長 方形(190cm×90cm)の 掘 りこみが あ り、深 さは周囲 の溝 と同 じ18cmで あ った。

SK17は(図21)、II区K-12に 位 置す る。140cm×100cm、 深 さ25cmを 測 る。半 円状 を呈 し、検 出時

西隅 に焼土 が認 め られた。底部 は平坦 で ある。

また、SK14・17の 土 層堆積状況 は調 査時 の誤認 な どか ら図示 で きなか った。

なお、遺 物 はSK16を 除 き、 いず れの土 坑か らも検 出 され なか った。
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図157号 住居趾
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図169号 住居趾1:80

図17西 の大谷の断面図1:'100



図18土 坑実測図(1)1=40
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図19土 坑実測図(2)
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図20土 坑実測図(3)
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図21土 坑実測図(4)1:40
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2出 土 遺 物

A土 器

(1)早 期の土器(図21-1・2)

1の 表面 は、 乏撚糸文が条痕状にかきとられて不鮮明である。また裏面は、横位の条痕のよ うであるが

剥落がひどく不明である。

2は 、下方 に指頭圧痕がみ られる無文の破片である。早期後半の所産であろう。

(2)前 期の土器(図21-3～7)3は 、口縁部 に半裁竹官で木葉状の弧線を描 く。地文に横位 のLR単

節縄文を施 している。その他は胴部破片で、RL、LR単 節縄文の組み合わせにより羽状縄文を描出 して

いる(4～6)。5は 結 び目が明確 にわか り、6は さらに下へ と続いている。

7は この時期に入れるにはやや不安であるが、胎土の類似か らこの時期 にお く。大粒で粗雑なRL単 節

斜縄文を施す円筒形深鉢の胴部破片である。3の 文様モチーフ等が、常盤の大倉崎遺跡出土土器 に類似性

をもち、諸磯b様 式後半の所産であろう。

(3)中 期の土器(図22・23-8～54)

中期の土器は主 として大型住居趾SI7か ら出土 している。ただしSI7の 土器出土量 の多い南端部 は

複数の住居趾が重複 していた可能性が高 く、また少片での出土が多い。完形で出土 した50を のぞいてSI

7出 土品とするには躊躇 され る。 したがって ここでは中期の土器として一一括 して報告する。出土地点は図

に示 した。

半裁竹管による半隆起線文によって主 モチーフを描出するもの(8～49)と 、縄文、撚糸文を施す もの

(50～54)と がある。

8～18は 半裁竹管 による半隆起縄文が浅いものである。8は 口縁下に半隆起縄文を横走 させ、 その下に

三葉状の文様 と逆 「U」 字状文を配する。11は 頸部が くびれ るもので渦状文を もっ。14～18は 縄文地文で

ある。19・20は 口縁部 に円文をもっもので、19は 貫通する。

21～30は 半裁竹管 による半隆起線文8～18に 比べ深いものである。21～22は 口縁端部で23は 口縁端部に

刻み目を もっ。26は半隆起縄文に刻み目を もちその上に刺突文がめ ぐる。24、28は 半裁竹管 による連続爪

形文を もっ。30・31は 縄文地文である。

図22縄 文土器実測図(1)1:3
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図23縄 文土器実測図(2》13
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図24縄 文土器実測図(3)13

一図25縄 文時代の土製品12
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32～36は 細かい刻 目をもち、蓮華文風の文様をもっものである。薄手の土器で、34は 波状 口縁 である。

37～41は 格子目文をもっ もので、半裁竹管 による半隆起線文で囲まれた中に半裁竹管 による格子 目文を

充填す る。

42～44は 撚糸文地文で半隆起線による変形 「B」 字文風 の文様をもっ。他の類に比べ焼成が良 く堅 い。

45～49は 沈線+刺 突文をもっ ものである。平行沈線文の外側に刺突文を配す る。文様 の間隔が広い。

50・54は 撚糸文土器である。50は 略完形品で、全面に細 い6本1単 位の4の 撚糸文が施文 され る。口唇

部には刻 目がめ ぐり、口縁部外面に4単 位の橋状把手がっ く。口径25.5cm、 器高33.Ocm。54は 撚糸文を木

目状に押圧する。ただし典型的な木 目状撚糸文 ほど整然 としていない。

51～53は 縄文土器でLR単 節斜縄文が施されている。

以上の中期土器のうち、半裁竹管 による半隆起線文によって主モチーフを描出するものは、北陸の新保 ・

新崎式に系譜が求められるもので、中期前葉に比定 され る。この うち半隆起線文が浅い ものはやや古相で

ある。蓮華文 ・格子目文をもっ ものは新相で前葉後半 に、変形 「B」 字文をもっものは前葉終末 に比定さ

れよう。

縄文 ・撚糸文を もっ ものについても前葉終末に比定 されよう。

両者 とも胎土に金雲母を多 く含むものが目立ち、焼成 は軟質のものが多い。色調 は褐色～茶褐色系であ

る。

B土 製 品(図25)

一点 のみであ るが
、石皿 を模 した と思 われ る ミニチ ュア土 製品 が出土 して いる。

側縁 を もち・平坦 な凹 み部 や掃 き出 し口を備 えて い る。色 調 は褐色 で全長4.1cm、 重量19.99を 測 る。

S17のP5底 部 より出土 してい る。

/
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B石 器 ・ 石 製 品(図26・27)

縄文時代の石器 は、総数17点 と少 ない。この他剥片 も若干出土 している。出土地点 は杢に7号 住居趾で

ある。計測値等 は第3表 に掲載 したので、ここでは器種別に簡単 に説明を加える(図26・27)。

(1)石 鑛(1・2)

いずれ も黒曜石製の無茎石鍛である。両者 とも正面右基部側を欠 く。

(2)打 製石斧(3)

ややずん ぐりした形態の石器で、石斧の形態 とやや異なるが、側縁の加工状態や刃部形態か ら石斧 と判

断 した。横長の剥片を加工 して、基部側を除いた周囲を急斜剥離で形態を整え、刃部は主 に裏面側に加工

を施 している。

(3)剥 片石器(4～7)

具体的な名称 は不明であるが、明 らかに二次加工を施 した石器(4)、 使用痕の認 められる石器(5)、

ヘラ状の石器(6)等 がある。4は 器厚が薄いので、スクレイパー的な機能が想定 され る。5は 不定型 な

剥片であるが、鋭い右側縁に使用痕 と思われ る小剥離痕が認め られる。6は 耕作 による新 しい傷が多 くつ
　

けられている。ヘラ状石器 と呼ばれるものに類似する。なお、7は 黒曜石製の剥片であ る。二次加工は認

められないが、石錺i2点 以外では唯一の黒曜石である。

(4)磨 製石斧(8)

唯一の磨製石器である。よ く磨かれた定角式の優品であるが、刃部は使用のためか表裏 ともに破損 して

いる。

(5)敲 石 ・くぼみ石 ・磨石(9～17)

二種類の機能を持 った石器 も存在す るためここでは一括 して報告する。9・10は 掌 に収 まるよ うな小型

の敲石で、9は 両端に、10は 一方の端部 に敲打痕が認 められる。10は 石質にもよるが、む しろ磨 っている

ような状態に近い。11・12・13は くぼみ石である。

11は長方体の四面全部に2乃 至3か 所の くぼみ部を持っ。12は11と ほぼ同様な大 きさであ り、主体的な

くぼみを持っ面は正面のみであるが、右側縁側及び裏面側にはくぼみとも敲打痕 ともっかない使用痕が残

されている。また、両端部には敲打痕が明瞭に残 されており、 くぼみ石と敲石の両者の機能 を持 った石器

であると考え られる。なお、全体的に黒色でひびが入っており火熱を受けたと推定される。13は 破損品で

あるが、12と 同様 くぼみ部分 と敲打痕の両者が認あ られる。14は 敲石であるが、9・10例 のように明瞭で

はない。15は 扁平で丸い形態を呈 し、その周囲全面 に磨面が認められる磨石である。16は破損 しているが、

球状の形態であったと思われ、全体に磨 っている。17は 長方体の形態で、各面は平坦である。.加工痕 は認

められないが、7号 住居趾の床面か ら出土 したものであり、あるいは台石とした ものか もしれない。

(6)小 括

7号 住居趾を中心 とした石器類を説明 して きた。住居趾より出土 した石器の種類は、石鎌i・打製石斧 ・

スクレイパー ・磨製石斧 ・敲石 ・くぼみ石 ・磨石など種類としては、該時期 における石器バ ラエテ ィーの

大半を保有 していたみとになる。 しかしなが ら、数量的にはそれぞれ数点 と少な く、また、散在的に出土

した もので、一軒の石器保有数量の目安 とはならないだろう。

7号 住居趾が重複 していた可能性があるとはいえ、長大な建物があったことはほぼ断定で きよ う。石器

類は、この長大な竪穴住居内のピット等 より出土 した もので、石鍛などの直接的な生産用具が少 な く、 く

ぼみ石 ・磨石などの間接的な石製品が比較 して多いことも、住居祉の性格の一端を表 しているようにも思

える。
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図26縄 文 時 代 の 石 器 ・石 器 製 品(1)(1:1、1=2、1・:3)



図27縄 文時代 の石器 ・石器製品(2)(1:3)

表3石 器計測表

図版

番号
機 種 名

計 測 値
石 質

一

備 考
長 さ㎜ 幅m 厚さm 重量9

i 石 鍛 22 (12) 3 0.9 SI3-44 黒 曜 石 破損

2 石 鍛 24 (12) 2 0.7 SI3-129 黒 曜 石 破損

3 打 製 石 斧 80 56 19 95.6 LM6.7 砂 岩

4 ス ク レ イ パ ー 39 55 7 22.7 SI3P3 安 山 岩

5
r

ス ク レ イ パ ー・ 49 61 8 21.1 SI3Ps 安 山 岩

6 ヘ ラ 状 石 器 61 42 13 39.2 J-15 安 山 岩

7 剥 片 51 24 22 28.7 H9 黒 曜'石

8 磨 製 石 斧 84 41 24 154.6 SI3141 蛇 紋 岩 ・

9 敲 石 65 46 23 90.1 SI36 砂 岩

io 敲 石 58 39 17 55.0 SI368 砂 岩

11 く ぼ み 石 109 54 54 438.9 SK17 砂 岩

12 くぼみ石 ・敲 石 121 61 44 451.7 SI37 .不 明

13 くぼみ石 ・敲 石 (97) 64 35 286.7 SI3179 砂 岩 破損

14 敲 『 石 117 69 55 709.1 SI3188 砂 岩

15 磨 石 61 60 37

●

197.1 SI3189 砂 岩

is 磨 石 (79) Csi) (58) 271.6 SI339 砂 岩 破損

17 台 石(?) 183 72 57 1096.5 SI3121 不 明
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第4章 古 墳 時 代

1遺 構

この時代の遺構は、1区 で竪穴住居趾2軒 、II区

で竪穴住居趾2軒 及び掘立柱建物趾2棟 が検出され

ている。特に、II区 のSI8とSI10の 中間にはS

B1が あり、ほぼ一直線状に並んで発見された(図

28)・。また、各住居趾か らは古墳時代前期の土器片

が出土 している。

A竪 穴住居趾

(1)5号 住居趾(図29-SI5)

1区F・G-16・17に 位置す る。一一辺7mの 方形

プ ランを呈 す る大型住居(約15坪)で あ るが、北東

側 は壁 が失 わ れて い る。床面 は黒色土 に黄褐色土 が

混 じり、堅 く締 ま ってい た。

壁高 は、南 西側Z40cmを 測 る。東 南壁 と西北壁 は

北東方 向へ傾 斜線 に沿 って低 くな り、推 定線 の とこ

ろで壁 が失 われ る。主柱 穴 はP1～P4と 考 え られ、

深 さが1.Om～1.2mを 測 る。p5は 北東壁 に接 して お

り貯蔵穴 と思 われ る。その他、深 さ15cm前 後 の ピ ッ

トが多 く認 め られ る。周 溝(深 さ約3cm)は 、南西辺

の中 ほどか ら西隅 のP9ま で のびて い る。

遺物 は少量 で、散在 的 に出土 した。覆土 は黒色土

の一層 であ った。

(2)6号 住居趾(図27-SI6)

1区1・J-15・16に 位 置す る。一辺4mの 方形

プ ランで、広 さは約5坪 で ある。床面 は黄褐 色土

(貼 床)で 堅 く締 ま ってい る。

壁高 は、南 西辺 で約30cmを 測 る。他 の二 辺 は傾斜

に沿 って低 くな り、推定線 の ところで壁 が失 われ る。

主柱穴 はP1～P4で 、深 さ60～70cmを 測 る。焼土

は、 中心 よ り北西 よ りに二 か所確認 された。p4の

ピッ ト内に壷 の胴部下半 が発見 され た。上部 は耕作

図28古 墳 時代 の遺 構分布図(1=1,000)

により失われたものと考え られ、このピットは貯蔵用 ピットと思われる。

また、土器片などの遺物 は、中心 より南西側に集中 して出土 した(図30)。 まばらな北東側は撹乱を受

けたからか もしれない。
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(3)8号 住居趾(図31-518)

II区H～J-7～9に 位置 し、主軸 の方位 はほぼ南北 であ る。東 西 に7.8m、 南北 に6.9mの 長 方形 プ ラ

ンを呈す る大型 住居 で、広 さ は約54㎡(約16坪)で あ る。北 東部 は撹乱 を受 けその姿 を とどめて いな い。

床面 は、黄褐 色土 に黒色土混 じりで、堅 く締 まって いた。主 柱穴 はP1～P4で 、深 さは90cm～100cm

を測 る。深 さ10cm内 外 の小 ピッ トも多 く検 出 され て い る。炉 趾 は北西 の位 置で焼 土 が確認 され た。 壁高

は南壁 で約57cmを 測 るが、東 西 の壁 の一部 と北壁 は残 って いなか った。

遺物 は多量 に出土 した(図33)。 また、P1～P7の 各 ピ ッ トか らも検 出 されて いる。 特 に東海 系 の壷

の 口縁部 が南東 隅の床 直上 か ら検 出 され るとともに、P6の 周 囲 には小石 が敷 きっ め られ、 ピッ ト底部 に

も一握 りくらい の石 が並 べ られて いる。埋土 は自然 堆積 の状態 と思 われ る。

(4)10号 住居趾(図31-SI10)

II区 のK・L-10・11に 位 置 して いる。方位 はほぼ南北 で、 東西6.2m、 南北 に6.6m(推 定 線)の 隅 丸

方形 プ ランを呈 して い る。北側 は、畦畔 で削 りと られて い る。広 さは40.9㎡(12坪 強)で あ る。 壁 高 は南

壁で25cm、 東壁南端 部で は26cmを 測 る。東西壁 とも北 方向 へ徐 々 に低 くな り、推定 線 の付 近 で は壁 が失

わ れてい る。周溝 は南 壁東側 で切れ てい るが、三辺 に沿 って4cmの 深 さで巡 って いる。 ま た、南 壁 の周 溝

のほぼ中央 よ り住居趾 の中央 に向か って深 さ約8cmの 溝 がのび る。

焼土 は中央 よ り北西 よ りに3か 所認 め られ、焼 土1の 下部 は10cmほ どの深 さで船底 状 とな って い る。

焼土2・3の 下部 は6～7cmの 深 さで窪んで いる。主柱 穴 はP1～P4で 深 さは95cm～110cm、 径 は約5

0cmと 大 きい。

遺物 は多 く出土 し、P5か らは赤色塗彩 された土 師器壷等 が検 出 されて いる(図34)。

B掘 立 柱 建 物 趾

皿区内で2棟 検 出 され、遺物 は検 出されなか った(図35)。

(1)1号 掘立柱 建物趾(SB1)

J・K-9・10に 位置 してい る。規模 は桁行3間(5.9m)、 梁行1間(3.9m)を 測 る。 柱穴 の掘 り方

は隅丸方 形で、直径 は30～60cmを 測 る。深 さはいずれ も確認面 よ り約60cmを 測 る。坑 底 は黄灰 褐 色粘 質

土 まで掘 り込 まれて いる。

また、8号 住居趾 と10号 住居趾 の中間 に位置 してお り、そ れぞれ3.5mの 間隔 があ る。 いず れか の付属建

物 であ った もの と考 え られ る。

(2)2号 掘立柱 建物趾(SB2)

皿区K・L-13・14に 位置 し、SI10よ り1m近 く低 く、南西 に約8m離 れて いる。

規 模 は、桁行2間(4.3m)× 梁行1間(3.4m)で 、梁行 の中間 に間柱 が あ って、東 側 の間柱 は70cm、 西

側 の間柱 は20cm、 西隅 を結 ぶ線 よ りそれ ぞれ突 出 して い る。 棟持 柱 と思 わ れ る。 また、 北側 桁 行柱一 本

が20cm外 側 へ突 出 してい る。 なお、梁行方 向が約40cm西 方 向へ歪ん だ形 とな ってい る。

柱 穴 は円形 で直径25cmを 測 るが、P6の みが20cmと な って いる。深 さは、検 出面 よ り南側が20～30cm、

北側 で は10～15cmで あ る。深 さの差 は、北 方 向へ の傾斜 地 に立地 して い るため と思 われ る。 間柱 はP8

が約30cm、P4は15cmほ どであ る。

建物 は東西 に長 く、梁行 は西方向へ約40cm歪 んだ形 とな ってい る。
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図295号 堅穴住居趾 ・6号 堅穴住居地1=80 6号 住居趾 下部出土状況1:40
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C遺 物 集 中地 点(図28)

(1)第1土 器集中地点

1区 のJ-18・19に 位置す る。小 さな谷の黒色土上面で古墳時代前期の土器片が多 く検出された。また、

縄文時代の土器片 も土師器 と混在 して出土 している。

(2)第2土 器集中地点

II区のM-7に 位置する。ここも谷状地で黒色土上面 より約1mの 下層で、古墳時代前期の土器片が多

量に検出された。出土状況は、かな りまとまって出土 しており他の時期の土器 も混在 していないため、 当

該時期の一括の土器溜と考えてよいと思われる。

S16

図306号 堅穴住居趾 遺物分布図1=30
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図318号 堅穴住居吐1=80集 石箇所1:40
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図328号 堅穴住居趾遺物分布図1=80P5遺 物及びロ縁部出土状況1:20

45



図3310号 堅穴住居趾 1 80
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図3410号 堅穴住居趾遺物分布図1:80 P5遺 物出土状況1=20
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図351・2号 掘立柱建物趾1=80



2出 土 遺 物

A土 器

古墳時代初頭の土器が、主 として竪穴住居趾か ら出土 している。出土量 は、遺物収納用 コンテナに5箱

程度である。以下 に分類 し説明を加える。

(1)分 類

壷(図36-1～30)

全形のわかる資料が限 られ るため、口縁形態を中心 として残存部形態によりA～Dに 分類を行 った。

A類 外反す る口縁部に段を有する形態をA類 とし、 さらに1か ら3に 細分 した。

A-1口 縁部が強 く外反 し、頸部が しまるもの(1～3)。

A-2ロ 径の大きいもの(4)。

A-3口 縁部に棒状浮文で加飾 されるもの(5～7)。

B類 外反する口縁部、 「く」の字状 に屈折す る頸部が球形の胴部へ と移行す るものをB類 とす る(8

・9)。

C類 細 く比較的長 い口縁部を持つ もので、内湾長頸壷 もしくは直口壷 と呼称 されるものであ る。1・

2類 に細分 される。

C-1口 縁部が流線的に外反するもの(10)。

C-2口 縁部が直立 もしくは内湾気味 となるもの(11・12)。

D類 便宜的に口縁部形態が不明なものをD類 とす る。

甕(図37-31～52)

壷 と同様 に全形がわかる資料が限 られているため、残存部 の形態によってA～Dに 分類 した。

A類 「く」の字状に外反す る口縁部 と張 り出す肩部を持っ ものをA類 とし、胴部形態によりさ らに二

つに細分 した。

A-1肩 部が強 く張 り、倒卵形の胴部を持っ もの(31～33)。

A-2胴 部が球形に近いもの(34～39)。

B類 口縁部の屈曲がなだ らかで、肩部の張 りが弱いものをB類 とする(40～42)。

C類 なだ らかに屈曲す る口縁部と球形の胴部を持っ ものをC類 とする(43)。

D類 受 け口状の口縁を持っ ものをD類 とする(44)。

高圷(図38-53～58)

全形のわか る資料 はないが、内湾気味の圷部とハの字状に広がる脚部を一括する。

鉢(図38-59～68)

A～Cに 分類 した。

A類 平底でほぼ直線的に開くもの(59)。

B類 有段鉢を一括 し、形態によりさらに二分類 した。

B-1内 湾す る体部が口縁部で段を有 し外反 ないし直線的に開 くもの(60・61)

B-2精 製化 した丸底土器で、口径が大きく器高の浅 いもの(62～66)。

C類 口縁部が大 きく内湾す る鉢をC類 とする(67)。

D類C類 と同様 に口縁部が内湾 しさらに高台を有す るもの(68)。
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器台(図38-69～79)

A～Cに 三 分類 され る。

A類 「ハ」 の字状 の脚 部か ら 直線的 に開 く受 け部 を持 っ もの(69)。

B類 受 け部が稜 を もち、有断状 にな る もの(70～72)。

C類 結合 器台 の もの(73)。

有孔土器(図38-80)

底部穿 孔の土器で、内 湾鉢 の可能性 もある。

ミニチ ュア土器(図38-81)

ふ たのっ まみ と も思 われ るが 、 ここで は ミニチ ュア土器 として報 告す る こととす る。

(2)壷

A-1類 有段 口縁 を呈 す る もので、1～3の 口縁部 のみ であ る。1も3に 比 べ2は 簡略化 した段部 形

態 であ る。1～3と も内外面 はていねい にヘ ラ ミガキを され る。 ともに胎土 に砂 を含む 。1は や や軟質 で

赤褐色 を呈す。2は 全体 に黄 灰 白色 、3は 淡 い茶色 を呈 す。推定 口径 は、1が17.8cm。2は14.6cm、3は

16.1cmを 測 る。1はSI8床 面 よ り、2はSI10、3はII区F-17よ りそれ ぞれ出土 して いる。

A-2類4は 口縁部 の端 部 に面 を有 す る もので、外面 はハ ケか らヘ ラ ミガキ、内面 はヘ ラ ミガキが施

されて いる。砂粒 を含 む精 良 な胎土 で、明褐色を呈す 。推定 口径23.3cm。SI5のP5よ り出土 した。

A一 ・3類 口縁部 が棒状 浮文 で加飾 され る有段 口縁壷 であ る。5は 口縁部 に5か 所 に3本 単位 の棒 状浮

・文 で加飾 される。 口縁部 か ら頸部 にかけて は、内外面 とも縦位 または横位 のヘ ラ ミガキ、 内面 の頸 部稜 線

以下 はナデ。胎土 には砂 を多 く含 み、軟質 で ある。色調 は茶褐 色。 口径18.3cmで 、SI5よ り出土 して い

る。6は 口縁部 に指 でつ まみ あげるよ うに形 を整え た と思 われ る棒 状浮文 が認 め られる。外面 はハ ケか ら

ヘ ラ ミガキで、内面 はヘ ラ ミガキが行 われ る。胎土 は きめの粗 い砂 粒を含 み、色 調 は黄褐 色 を呈 す る。S

I5よ り出土 して いる。7は5同 様 に3本 単 位の棒状浮文 が認 め られ る。 口縁部 内面 はハ ケに よ り羽状 に

整形 され る。調整全体 に ナデ。胎土 に砂粒 を含み色調 は赤褐色 を呈 す。SI8の 出土 。

B類8は 精製化 し、全面 が赤色塗彩 され る。 口縁部 を欠 くが、他 は完形 であ る。丸底 の底部 か らや や

押 し潰 され た球形 の胴部 を もち、 「く」 の字 状か ら直立気味 に立 ち上 が る口縁形態 を呈 す る。C類 に含 め

られ る直 口壷 となる形態 か も しれ ない。外面 全体 と口縁部内面 はていね いにヘ ラ ミガキが施 され る。胎 土

は砂粒 をか な り含 むが精製 されて い る。SI10か ら出土 して いる。9は 摩 滅 して い るた め調 整等 は明確 で

ない。頸部 が 「く」 の字状 に外反す る形態 と思われ、8と やや相違す るものか もしれない。SI10の 周 溝

よ り出土 してい る。

C-1類10は 頸部 よ り流線的 に外反す る直口壷 であ る。 口縁端部 はハ ケ、そ の他 はて いね いなヘ ラ ミ

ガキが行 われる。胎土 に は砂 粒を含 み、色調 は淡 い茶色 であ る。推定 口径10.8cm。 第2集 中地 点 よ り出土

して いる。

C-2類 内湾気味 の 口縁部 を持っ もので、内湾口頸壷 に似 る。11は 端部 内面 にハ ケ痕 が残 るが、 内外

面 と もにヘ ラ ミガキが行 われ る。12も 同様 に全体 にヘ ラ ミガキが行われ る。 ともに胎土 には砂粒を含 むが、

12は やや軟質 であ る。11は 明 るい茶色 、12は 榿色 を呈 す。推定 口径 は11が12.6cm、12は12.2cm。11は 第2

集 中地 点、12はSI8か ら出土 して いる。

D類 壷 の口縁 が不明 な ものをD類 とした。次 の底部 の もの も含 めて分類す るのが本来 の形態分 類 で あ

るが、便宜 的な もの として説 明 して いきたい。13は 底部 も含 め外面 ハ ケか らヘ ラ ミガキ、内面 はハ ケか ら
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図36古 墳時代の土器11:4
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ナデが行 われ る。14は 外面胴 下半 はヘ ラケズ リの後 ヘ ラ ミガキが なされ る。内面 は摩 滅 のた め はっ き り し

な い。13は 粗 い砂粒 を多量 に含 み、外 面 は黄褐色 を呈す る。底部 径 は13は5 .6cm、14は6.4crn。13はSI

6のP2、14はSI6よ り出土 して いる。

底部 壷 も しくは甕 の底部 を一括 して報告す る。15～22は 突 出す る底部、23は 突 出 に近 い もの、23～30

はほぼ平坦 な底部 の ものであ る。24・25は 壷 、23・27～30は 甕 と思 われ る。ハ ケ調整(15～18・22～26)、

ヘ ラ ミガキ調整 が中心 とな るが、特徴 的 な もの と して ヘ ラケズ リに よる調整 の もの(27～30)が あ る。す

べて胎土 に砂粒 を含 み、色調 は全体 に褐 色系 であ る。15・16・26はSI10、17・22・28はSI8 、18・25

SI6、30はSI5、19は 皿区L-10、20・21・29・ は1区J-18、23は1区J-19、24は 皿区F-18、

27はII区D-13の 出土 であ る。 ,

(3)甕

A-1類31・32は 復元 によ りほぼ完形 とな った もの であ る。 と もに 口縁部 は内外面 と もナ デ、胴部 内

外面 はハ ケ。31・32と も胎土 に砂 を含 み堅緻で あ る。31は 褐色 、32は 暗褐色 で外表面 には煤 が付着 す る。

31は 口径15.9cm、 高 さ推 定17.3cmで 、残存90%。32は 口径17.5cm、 高 さ推定19.8cmで 、残 存70%。31・32

ともSI6の 出土。33は 甕 の 口縁部～頸 部で ある。 内外 面 ともナ デ調整 で、内面頸部 稜線 以下 は指 頭圧 痕

がみ られ る。胎土 は砂 を含 むが堅緻 であ り色 調 は茶褐色 を呈す 。推 定 口径13.8cm。 第2集 中地点 の。

A-2類34～39は 口縁 部 ・底部等 を欠 く。39は 他 に比べ直線 的 な胴部 であ る。口縁 部 は内外 面 と もハ

ケか らナデ、胴部外面 はハ ケ調整 の ものが大半で あ るが、内面調整 はハ ケ、指頭押圧 に よ るもの、 ナデ等

が組 み合 わ されそれ ぞれに施 され る。34は 胎 土 にきめの細か な砂 を含み、色調 は灰褐色 で外 表面 に は黒斑

が み られ る。35は 砂 を多 く含 み、外面 は茶灰 色で内面 は黒灰色 。36は 胎土 に砂 ・小石 を含 みや や軟質 で 明

茶色 を呈 す。37は 褐 色、38は 暗灰褐色 を呈 す。39は 砂 を多 く含 む胎土 で、淡 い茶 色。38・39と も外面倒 下

半 に煤 の付着がみ られ る。34は 推定 口径19.3cm、34・35・37・ ～39はSI6、36はSI10出 土 。

B類40～42は と もに外面 は口縁部 はナデで、 それ以下 はハ ケ調整 が行 われ る。内面 は4ユは不 明 であ る

が、40は ハケ、42は 口縁部 をハ ケ、顛部 ヘ ラ ミガキ、胴部 にヘ ラケズ リ調 整が行 われ る。41に は輪 積痕 が

残 る。それぞれ胎土 に砂粒 を含 み、40は 暗茶 色、41は 褐色 、42は 明茶色 を呈 す。40の 推 定 口径 は16.8cm、

41は14.6cm、42は16.2cm。41はSI10、41は8、42はSI6の 出土 であ る。

C類43は 外面 口縁部 はナデ、胴部 はハケ。内面 は口縁部 がハ ケ状工具 によ るナデで胴部 は手 で押 さえ

た よ うな凹凸が若干 あ る。か な り薄手 の整形 で、 口縁部 は面 取 りされ る。大粒 の砂 を胎 土 に含 み、色 調 は

灰褐 色を呈す る。推定 口径 は17.Ocm。SI6の 出土で あ る。

D類44は 小型 の有段 口縁甕 で、口縁部 は内外面 と もナデ、胴部 は内外面 ともハ ケ調 整が残 る。胎土 は

粗 い砂粒 を含 み、色調 は灰 褐色 。推定 口径8.3cmで 、SI8の 出土 であ る。

口縁部 口縁部 のみを一 括 した。す べて 「く」の字状 に外反 す る甕 で、45・46に は口縁 の面 取 りが明確

で ある。 また、48は ロ唇部 を細 く外 につまみ出 して いる。46・47・52に はハ ケ調整痕が残 る。色 調 は褐色 が

多 い。45・46はSI6、47・48・50・51はSI8、49・52はSI10の 出土で ある。

(4)高 圷

「ハ」の字状に広がる脚部と、やや内湾気味に広がる圷部を持っもので細分はできない。53～56は 内湾

気味の深い圷部 となるものである。口縁端部 は丸 くおさめられている。内外面ともにヘラミガキが行われ

る。53・54は胎土にやや大粒の砂を含み、全体に淡褐色～暗褐色を呈する。53～55はSI6、56は 第1集
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中地点 よ り出 土 して いる。57の 圷 部 は内外 面 ともヘ ラ ミガキ、脚部 の外面 はナデが行 わ れる。58は 脚 部外

面 がヘ ラ ミガキ、内面 はハ ケで ある。 ともに胎土 に砂粒 を含 み、57は 淡 い茶色、57は 茶 色 を呈 す る。57は

SI8のP3、58はSI10のP5か らの出土 であ る。

(5)鉢

A類59の 一点 のみ の出土 で ある。平底 の底部 か らやや内湾気味 に開 く器形 を呈す る。 内 ・外面 ・底 部

ともにナ デ調整 が行 われ てい る。胎土 に は砂 粒 を ほとん ど含 まず、色調 は黄 褐色 を呈 す る。推 定 口径14.O

cm、 高 さ5.Ocm、 底部径4.5cmで 、残存率 は50%で あ る。第2集 中地点 より出土 してい る。

B-1類 深 めの有段鉢 で、二 点 出土 して い る。60は 摩滅 のため調 整 はは っき りしない。61は 内外 面 と

もヘ ラ ミガキ痕 が残 され る。胎土 には砂 を含 み軟質 で あ る。60は 黒褐 色、61は 淡黄褐 色 を呈 す る。60は 推

定 口径12.6cm、61は10.8cmを 測 る。60はSI10のP1、61は 同 じくSI10のP8よ り出土 して い る。

B-2類 精製 化 された口径の大 きな丸底 の鉢 であ る。 口縁部 で綾 を もつ有 段状 を呈 し、63・65は 明瞭

な沈線が加 え られ る。調整 は内外面 とも主 に ヨコのヘ ラ ミガキが行 われ る。色調 は62は 赤褐 色 、63は 淡 い

灰褐 色、64は 赤榿 色、65は 茶 色、66は 黒褐色 を呈す る。 出土地 は、62・66はSI6、63・64・ は第2集 中地

点、65は 皿区D-14で あ る。

C類 内湾鉢 で五点 と最 も多 く出土 してい る。67は 口縁部 の外面 は粗 いヘ ラ ミガキデ、それ以下 はナデ、

内面 はハ ケか ら粗 いヘ ラ ミガキが なされ る。茶褐色 を呈 し、推定 口径 は14.7cmで あ る。第2集 中地点 か ら

出土 して い る。

D類 内湾鉢 に脚 がっいた形態で ある。外 面 はハ ケ調 整 のままで、 内面 はハ ケと下半 にヘ ラ ミガキが加

え られる。内湾す るロ縁部 には一 か所注 ぎ口が あ る。色 調 は茶褐色 で、 口径10.2cm、 器高8.3cmを 測 る。

第2集 中地点 の出土 であ る。

(6)器 台

A類 「ハ」の字状 に開 く脚部 と直線 的に広が る短 い受 け部を持っ小型器台 で、69の1点 のみ の出土 で

あ るが、74～79の 脚部 のみの もの も何点 か は本類 に含 め られ る もの と考え られ る。調 整 は摩 滅 の ため明確

でない。淡 い褐 色を呈 し、 口径8.5cm、 器高7.Ocm、 脚部径12.3cmを 測 る。SI6の 出土。

B類 「ハ」 の字状 に開 く脚部 で、受 け部 が有段 とり外 に開 く小型 器台で、70～72の 三点 が出土 して い

る。受 け部 外面 は主 に ヨコの ヘラ ミガキ、脚部 はタテのヘ ラ ミガキが行 われ る。色調 はいずれ も褐色 ない

し赤褐色 を呈 す る。70はSI8、71はSI6のP2、72はSI6よ りそれぞれ出土 して いる。

C類 鉢 とあわせ た結合器 台 と思わ れる もので、73の___.点 のみ出土 して いる。 口縁部 及 び脚 部 の裾部 を

欠損 す るが大型 の器台 であ る。脚部全周 に5か 所 の孔 が認 め られ る。受 け部 内面 と脚部 外面 には タテの ヘ

ラ ミガキが行わ れ る。

74～79は 、A～C類 に分類 され るべ き脚部 で あるが、 明確 でないため別 に した。A・B類 いず れか に分

類 され るもので あろ う。なお、77～79は 裾部 が大 き く広 が ってい る。

(7)有 孔土器

80の一点のみであり、有孔鉢としては強 く内湾 しているために便宜的な名称 とした。底部 に径0 .6cmの

穿孔があ。外面胴下部 はヘラケズ リ、胴部はナデ、内面 は板ナデである。色調 は暗褐色を呈 し、第2集 中

地点より出土 している。
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図38古 墳 時代の土器31.4
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(8)ミ ニチ ュア土器

81の 一点のみである。指頭による整形で、粗い砂を胎土 に含み、やや軟質 である。色調 は淡い茶色を呈

する。

(9)小 括

今回の調査によって出土 した古墳時代前期の土器について編年的位置等 にっいて触れることとしたい。

前項では各器種別に分類 して説明を加えたが、これ らの土器について東海 ・北陸地域 とも比較を行いなが

ら検討 してみたい。。

壷 大 きくAか らCま で三分類 し、さらに細分 した類 もある。A類 は口縁形態 により有段 口縁を持っ も

のを一括 しているが、その形態は一様ではない。A-1は 広義の二重口縁壷 で、外面調整 はタテ方向の ミ

ガキが主体である。口縁形態は強 く外反す るもの(図36-1)と ほぼ直線的となるもの(2)と がある。 こう

した二重口縁壷 は、畿内 もしくはその周辺に系譜が求め られ、東海西部では廻間 皿式(赤 塚1990)の 段

階に現れる。また、北陸地方においては漆町遺跡で壷C類 としたもので、その編年的位置については漆7

群 もしくは8群 に位置付 けられている(田 嶋1986)。A-3と した棒状浮文で加飾される有段口縁壷は、

いわゆる東海系のパ レススタイル壷に類似 している。ただ し、擬凹線文が施 されなかった り、口縁形態が

相違す るなどかなり変化 した形態 となっている。 こうした土器の類例は、北陸漆町遺跡壷F類 とした形態

に類似 している。編年的には漆7・8群 土器に比定 されている。C類 土器 は、内湾長頸壷 もしくは直口壷

といわれるもので、畿内 ・東海系の土器であろう。特にC-1類 とした流線的な口縁形態から外反す る器

形は、東海廻間遺跡壷D1類 とされたものの範疇 に入 り、東海地方では廻間II式 後半には成立す る可能性

があるとされている(赤 塚 前掲)。

甕 「く」の字状、 「コ」の字状 口縁甕が出土 しているが、特徴的な土器 が少な く、編年的な比較対照

は難 しいが、多 くは北陸系の 「く」の字甕であろう。

高圷 全体のわかる遺物の出土 はないが、圷部がやや内湾気味に開 き、脚部が八の字状 に広が る形態を

呈す る。畿内系 もしくは東海系の系譜と考え られる。

鉢 種類 が多い。A類 は内湾気味に開 く体部 と口縁を持っ もので、底部 は平底である。漆町遺跡C類 に

類似 し、時期の新 しいものは丸底化するし、体部 も強 く内湾す るといわれる(田 嶋 前掲)。 編年的には

漆6群 に位置付 けられている。B類 は有段鉢を一括 したもので、B-1は 深 くて丸 い体部 と、 「く」 の字

に屈曲 し外反ないし直線的に伸びる口縁部を持っ ものである。B-2類 は精製化 した丸底土器で、 ヨコを

主体 とした細かい ミガキが顕著である。器形的には、口縁部先端が緩 く屈曲 して内湾気味に開 くものが主

体的であり、北陸漆町遺跡のJ類 、東海廻間遺跡のB4類 に類似する。漆町編年では7群 以降に出現 し、

廻間遺跡では7・8段 階の廻間皿式の1・2段 階に出現する。なお、C・D類 土器は内湾する鉢で、畿内 ・

東海 ・北陸にも散見するが、その系譜については留保 しておきたい。

器台A～Cに 三分類 し、それぞれ口縁部が直線的で脚部が大 きく外反するもの、外反する有稜口縁 を

持っ もの、結合器台のものとした。A・B類 は、脚部が受部を大 きく凌駕するタイプで、A類 は東海廻間

皿式以降に出現するが、脚が内湾せずに大 きく開 く器形 は皿式より見 られるものである。 また、B類 は畿

内布留式にも見 られ るが、廻間遺跡ではB4と したもので、廻間皿式より出現す るものであるbな お、C

類 とした結合器台は、北陸系の装飾器台の系譜上にあるものと理解 されるが、装飾が喪失 してお り時間的

な隔たりを感 じる。

さて、以上北陸、東海地方と比較 して時間的な位置付けを試みた。須多ケ峯遺跡遺跡の編年的位置につ
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,図39古 墳時代 の土器 遺構別一覧 ↑:8
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いては、すでに指摘 してきたように東海濃尾平野では廻間皿式期に、北陸西部では漆7・8群 にそれぞれ

比定 されるものと思われる。廻間皿式および漆7・8群 土器 については、表4の ように年代が ほぼ一致 し

ているので、須多 ケ峯遺跡の出土土器の編年的位置 も双方で矛盾 しない。

なお、遺構別では6号 竪穴住居趾 と8号 竪穴住居趾で比較的多 くの遺物が出土 している。精製化 した鉢

の存否か らは8号 住居趾の方が古 く感 じるが、8号 住居趾のセット関係が十分でないこと、有稜器台など

は両方より出土 していること等 により大 きな時間差を認めることはできない。多少の時間幅はあるか もし

れないが、北陸漆町編年 の7・8群 併行期 に位置付けておきたい。

なお、本遺跡か らはいわゆるS字 状口縁甕が一点 も出土 しなかった。これについては赤塩氏が中野地方

について指摘するように、赤塚氏のいう東海系の第2次 拡散の波をほとんど受けなかったことが、 この飯

山地方でも同様 に言えるのではないかと考え られるのである。土器 の各個体には東海系の影響を受 けた土

器が見 られるものの東海系土器そのものではないということか らも、直接東海地方か ら流入 した ものでは

なく、北陸系との強い結 びっきの中で生まれた ものであろうと考え られる。多 くの文献 に文献に 目を通す

ことな く極めて現象的な評価 に終始 して しまったが、今後 とも該期土器について研究を深めたい。

表4編 年対象表

須多ケ峯遺跡

(飯山市の遺跡)

北信濃(赤 塩1994)

七 瀬 遺 跡

北陸(田 嶋1986)

漆 町 遺 跡

東海(赤 塚1990)

廻 間 遺 跡

畿内(石 野 ・関川)

纏 向 遺 跡

(上野遺跡9号 住)

(柳町遺跡1号 溝趾)

須多ケ峯遺跡6・8号住

第1段 階 第3号 住 法 仏

第2段 階

(古)
第4号 住

第13号住

第14号住

月 影

漆町3

廻間1式

i
纏 向1

2

第2段 階

(新)
漆町4

3

纏 向2
4

第3段 階
第16号住

第17号住
白 江

漆町5

廻間1【式

i

2

漆町6
3

纏 向34

漆町7

廻間皿式

i

漆町8
2

纏 向4
3

漆町9 4

赤塚次郎1990お よび赤塩1994を 引用 して作成。

赤塩 仁1994『 弥生時代後期か ら古墳時代初頭の土器様相』 「県道中野豊野線バイパス志賀中野有料

道路埋蔵文化財発掘調査報告書一長野県中野市内一栗林遺跡 七瀬遺跡」(財)長

野県埋蔵文化財 センター

赤塚次郎1990『 考察』 「廻間遺跡」 愛知県埋蔵文化財センター調査報告書第10集

石野博信 ・関川尚功 『纏向遺跡』

田嶋明人1986『 考察』 「漆町遺跡1」 石川県立埋蔵文化センター



B 石 製 品

古墳時代の石製品は、竪穴住居趾等か ら出土 した砥石、使用痕のある礫(敲 石)が ある(図40)・ 以下

に説明を加える。

(1)砥 石

2点 出土 して い る。1はSI10よ り出土 した もので、破損 して いるが現存長3.7cm、 幅2.Ocm、 厚 さ1.5

cmを 測 る。2は 皿区K-12よ り出土 。破 損 してい るが、現存長5.1cm、 幅3.Ocm、 厚 さ1.9cmを 測 る。

1・2と も仕上砥 で ある。

(2)敲 石

5点 出土 して い る。3はSI8よ り出土 した もので 、拳 大 の大 きさで、長 さ9.4cm、 幅6.9cm、 厚 さ5.

9cm、 重 さ488.19を 測 る。4もSI8よ り出土 してお り、扁平 な形態 を して いる・長 さ16・4cm・ 幅8・3cm・

厚 さ3.5cm重 さ694.09を 測 る。両端 に敲 打痕 が認 め られ る。5はSI10よ り出土 した もので破損 して いる・

現存長10.3cm、 幅7.3cm、 厚 さ5.9cm、 重 さ598.48を 測 る。片側 に敲打痕 が ある。6はSI10よ り出土 し

て いる。長 さ12.4cm、 幅7.5cm4、 厚 さ6.1cm、 重 さ852.09を 測 る。両端 に敲打 痕 があ る。7はSI10よ り

出土 して い る。長 さ13.3cm、 幅7.3cm、 厚 さ7.Ocm、 重 さ970.19を 測 る。使用痕 は認 め られな い・

図40古 墳時代の石製品
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第5章 ま と め

須多ケ峯遺跡 は、北信濃北端の殻倉地である外様平の南端を画す る須多ケ峯台地に存在す る。須多 ケ峯

台地は、 ほぼ北方 に向か って傾斜 し、末端面は断層崖 となって外様平に接 している。

この須多 ケ峯台地上に遺跡が発見されたのは、昭和20年 代後半である。当時、飯山中学校 の生徒 であ っ

た神田正人氏が、弥生式後期の土器を採集 したことにはじまる。この当時は 「ガニ沢上遺跡」 として登録

されている。このことについては、第2章2で 述べたとおりである。須多ケ峯遺跡が注 目され るにいたっ

たのは、神田正人氏が遺跡を発見 してか ら十数年経た昭和40年 のことであった。当時、桑畑 であった台地

傾斜面 のほぼ中腹近くを中心 として、宅地造成工事が行われた。そめ所に方形周溝墓2基 が発見 された。

これが須多ケ峯遺跡が注目される契機となった。このことについてもすでに触れているとお りである。

昭和40年 代後半、藤ノ木の民宿経営者 であった小湊清彦氏が、須多ケ峯台地西縁の所有畑をテニスコー

トに造成 した所 に縄文中期の土器や住居趾が発見 されたようである。たまたま、須多ケ峯台地 の遺跡分布

図調査を行 った筆者 は、テニスコー ト造成のために台地をカッティングした場所において、縄文中期 の土

器を採集 した。そ して、カッティング面をよく見 ると焼土や落ち込みが看取 された。この発見 によ って、

台地の西縁にも遺跡が広が っていることが判明 したのである。詳 しくは記憶にないが、昭和50年 夏頃であっ

た。

今回の調査 は、須多ケ峯台地傾斜面の高位部分が対象 となった。調査対象地の西縁部分は、新 たに発見

された縄文中期遺跡の北端部にあたっている。

今回の調査でもいくっかの大きな成果が得 られた。それ等の成果について簡に触れて、"ま とめ"と し

たい。縄文時代についてみると、発見された遺跡は、縄文中期の竪穴住居封:2軒 と土坑17基 である。堅穴

住居趾2軒 は、7号 住居趾、9号 住居趾 とそれぞれ命名された。この2軒 の竪穴住居趾 は、表土が きわめ

て浅 く、後世の撹乱を受 けてお り、明確なプラン検出は不可能であった。 しか し、発掘の所見か らす ると

9号 住居趾 は、相当大型の住居趾であったと推定 されている。次に土坑について触れよ う。発見 された17

基の土坑内か らの出土遺物 はほとんど皆無であった。形態等か ら縄文中期の落 とし穴 と考えて よい と思 わ

れる。

次 に出土遺物についてみよう。遺物 は、大半が7号 住居趾内か ら発見されている。

土器は、縄文中期前葉を中心 としている。破壊の度合いが甚だ しいので完形土器 はない。石器 は、磨製

石斧、打製石斧、石錺i、凹石、敲石、磨石等があり、縄文中期に一般的にみ られるものである。

次に古墳時代 についてみよう。古墳時代の遺構は、住居趾4軒 、掘立建物封:2棟 である。住居趾4軒 は、

5号 、6号 、8号 、10号 住居趾 とそれぞれ命名されている。 この内、5号 住居趾 と8号 住居趾 は、大形 の

住居趾である。それに比べて6号 住居趾は小形である。発見された4軒 の住居趾 は当地域では珍 しく壁が

きちんと掘 り込 まれ、見事な住居趾であった。今回の発見で、須多ケ峯台地上で古墳時代前期 の住居趾 は

合計8軒 となる。未調査地域や破壊された地域を含めると10数軒存在 したものと考え られる。当地域 の古

墳時代前期 の集落構成を考える上で、貴重な資料 といえよう。次に掘立柱建物趾 は2棟 発見されている。

この内1号掘立柱建物趾は、8号 住居趾、10号 住居趾のいずれかに所属するものと考え られている。

次に出土遺物についてみよう。出土遺物は、土師器がほとんどである。今回出土 した土師器 は、いずれ

も古墳時代前期に所属す るものである。甕、壺、高杯、鉢、器台と一応の器種がそろっている。小括の頃

で望月が編年的位置 について触れているので重複はさけるが、出土土器 は北陸漆町7・8群 に位置づけ ら

れ、柳町遺跡1号 溝趾内出土土器 との間には若干のピアタスが存在す るものと考えている。従 って、今後
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柳町遺跡1号=溝 趾内出土土器 との間隙を埋める時期 の土器究明が、重要課題の一っといえよ う。更に は、

柳町遺跡1号 溝趾内出土土器及び上野遺跡出土土器以前の土器究明 もまた重要であろう。

北陸地方、東海地方 との比較検討を通 していえることは、当地域では現在の所、弥生時代終末か ら古:墳

時代初頭の土器群 は明確でない。果た して、弥生後期箱清水式土器がどのような経緯をたどって古墳時代

前期 の土器へと移行 してい くのだろうか。この点について も今後の課題 といえよ う。

いずれに して も、今回発見 された古墳時代前期の土器 は、当地域の古墳時代前期文化を研究す る上で極

めて貴重な資料 といえよう。

昨年の夏 はまさに異常気象であった。酷暑の中、汗だ くになりなが懸命に協力下 さった作業の皆 さんに

衷心 より感謝 申し上げる。
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PLATE



PL1
.〆㌔伽.5..冊 撒.、 献一

須 多 ケ 峯遺 跡航 空写 真(上 が北)



PL2

須 多 ケ峯 遺 跡 遠景(北 か ら)

開 始 式(8月1日)



PL3

表 土 後 方 須多 ケ 峯 団地(西 か ら)

1区 全 景(東 か ら)



PL4

皿 区 全 景(東 か ら)

<西 の大 谷 の調 査 風 景

古 墳 時 代 家 屋 の 復 元 作 業 レ

(現 地 見 学 会 を 前 に 、

SI2の 上 に)



PL5

7号 竪穴住 居趾 レ

(SI7)南 か ら

<Sl7上 面輪 郭

南 か ら

Sl7南 端部 の遺物 レ

出土状 況

(手 前右 深鉢 が出土)



PL6

<深 鉢 の出土 状況

(SI7)南 か ら

S17P6の 西 側 レ

で出土 した磨 製石

斧(下)と くぼみ

石(上)

<9号 竪 穴住 居趾

(S19

南か ら



PL7

5号 竪穴住 居趾 レ

(SI5)東 か ら

<6号 竪穴住居趾の掘 り下げ作業

北か ら

▼6号 竪穴住 居祉(SI6)西 か ら



PL8

<6号 竪穴住居 趾

(SI6)西 か ら

6号 竪 穴住居 趾遺物 レ

出土状 況(SI6)

南 か ら

<壺 底部 の出土状 況

(SI6P6)

北東 か ら



PL9

並列 して検 出され た建物 趾 北 か ら

(手 前 か らSI10、SB1、SI8)

8号 竪穴住居 趾(Sl8)西 か ら



PL10

<壺 ロ縁部 出土状 況

北 か ら

(SI8東 隅 か ら)

<P6周 囲 の礫床 出土

状況 北 か ら

(SI8)

<P6内 の礫 の状況

南 か ら



PL11

10号 竪 穴 住 居 吐(Sl10)西 か ら

(溝 状 の撹 乱 を う け て い る 。)

Sl10P5の 壺 と器 台の 出土状 況 西 か ら



PL12

<1号 掘立柱 建物 趾

東 か ら

(溝 状 に撹 乱 を う け

て いる。)

右 上方 は、SI10

<第1土 器集中地点の出土

状況 北か ら

<第2土 器集中地点の出土

状況 北か ら



PL13

▲7号 土坑(SK7) ▲8号 土坑(SK8)

▲ 土坑 第1の 列 東 か ら

(手 前 か ら7号 、8号 、9号 土坑)
<9号 土坑(SK9)

<一 土 坑 第2の 列 東 か ら

(手 前 か ら・5号 、6号 、4号 、3号 、1号 土 坑)

▲1号 土坑(SK1) ▲3号 土坑(SK3)



(SK2)

<10号 土 坑

(SK10)

▲ 土 坑 第3の 列

の12号 土坑

(SK12)

▲15号 土 坑

CSK15)

<17号 土 坑

CSK17)

須多ケ峯遺跡発掘調査に参加されたみなさん



PL15

縄文時代の土器



PL16

▲Sl7P5か ら 出 土

した ミニ チ ュ ア土 製 品

縄 文時代 の土器(2)・ 土製 品



PL17

<5号 竪穴住居吐出土土器

▲6号 竪穴住居趾出土土器



PL18

▲6号 竪穴住居祉出土土器

▲8号 竪穴住唐吐出土土器

▲10号 竪穴住居:吐出土土器



PL19

▲ その他の地点出土土器

▲ 第2土 器集中

く 地点出土土器

▲ 縄文時代の石器

▲ 古墳時代の石製品
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